
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
員
関
根
正
雄
先
生
は
平
成
四
年
一
月
八
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
明
治
三
十
九
年
五
月
一
日
生
ま
れ
だ
か
ら
満
八
十
五
歳

だ
っ
た
。
先
生
は
東
京
に
生
ま
れ
、
明
治
中
学
を
経
て
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
に
学
び
、
在
学
中
は
ポ
ー
ト
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
。
昭
和

五
年
に
卒
業
し
て
医
師
と
な
り
、
体
が
良
か
っ
た
の
で
、
陸
軍
衛
生
部
幹
部
候
補
生
と
し
て
麻
布
の
歩
兵
第
三
連
隊
に
入
隊
し
、
き
び
し
い
訓

練
を
受
け
た
。
除
隊
後
結
婚
し
て
、
二
男
一
女
が
あ
る
。

関
根
先
生
は
耳
鼻
咽
喉
科
を
専
攻
し
、
母
校
の
教
室
の
ほ
か
、
南
洋
庁
の
．
ハ
ラ
オ
島
の
病
院
に
約
四
年
間
勤
務
し
た
。
そ
の
後
母
校
の
寄
生

虫
学
教
室
で
研
究
し
て
、
昭
和
十
五
年
に
学
位
を
受
け
た
。
戦
時
中
は
中
島
飛
行
機
会
社
の
足
利
病
院
に
勤
務
し
た
が
、
昭
和
十
六
年
七
月
に

鴦簔謹篝筆 関
根
正
雄
先
生
の
逝
去
を
悼
む

関根正雄名誉会員

け
た
。
戦
時
中
は
中
島
飛
行
機
会
社
の
足
利
病
院
に
勤
務
し
た
が
、
昭
和
十
六
年
七
月
に

召
集
を
受
け
、
軍
医
と
し
て
満
州
に
渡
り
、
国
境
付
近
の
三
等
陸
軍
病
院
に
勤
務
し
た
。

終
戦
後
は
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
て
苦
労
し
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
に
、
よ
う
や
く
内
地

に
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

関
根
先
生
と
筆
者
と
は
ほ
と
ん
ど
同
年
代
で
あ
り
、
と
も
に
慶
応
の
医
学
部
出
身
で
、

且
つ
若
い
と
き
に
同
じ
く
歩
兵
第
三
連
隊
で
き
び
し
い
軍
隊
教
育
を
受
け
た
。
し
か
し
お

互
に
知
り
合
っ
た
の
は
、
日
本
医
史
学
会
の
会
員
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
二
人
は
数
年

前
同
時
に
、
医
史
学
会
の
名
誉
会
員
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
も
う
す
で
に
三
十
年
以
上
の

長
い
間
親
交
を
深
め
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
余
生
を
と
も
に
語
り
あ
っ
て
、
医
史

古

川

明
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学
の
勉
強
に
す
ご
し
た
か
っ
た
の
に
、
誠
に
残
念
で
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

戦
後
関
根
先
生
は
昭
和
二
十
三
年
か
ら
、
群
馬
県
の
太
田
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
に
勤
務
し
た
。
病
院
は
昭
和
三
十
一
年
に
総
合
病
院
と
な
り
、

先
生
は
三
十
三
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
病
院
長
だ
っ
た
。
ま
た
同
病
院
の
高
等
看
護
学
院
の
創
立
に
功
績
が
あ
り
、
学
院
長
を
長
く
勤
め
、
多

く
の
看
護
学
生
を
養
成
し
た
。
そ
の
功
に
よ
り
、
平
成
元
年
七
月
に
は
、
日
本
看
護
学
校
協
議
会
か
ら
感
謝
状
を
受
け
た
。

関
根
先
生
は
日
本
医
史
学
会
に
入
会
し
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
仏
教
の
医
学
関
係
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。
医
史

学
会
の
会
員
で
そ
の
方
面
の
先
輩
、
杉
田
暉
道
、
中
田
直
道
の
両
先
生
を
師
と
し
て
、
専
門
的
研
究
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
仏
典

の
な
か
の
耆
婆
と
そ
の
医
療
」
、
「
維
摩
経
典
の
な
か
の
人
間
の
疾
患
」
、
「
瑞
方
面
山
の
釈
氏
洗
浄
法
」
な
ど
の
報
告
が
あ
る
。

ま
た
中
学
時
代
に
通
学
の
と
き
、
毎
日
下
谷
の
山
谷
町
か
ら
市
電
に
乗
っ
て
い
た
の
で
、
『
藺
学
事
始
』
に
出
て
く
る
「
山
谷
の
茶
屋
」
を

思
い
出
し
、
小
塚
原
に
至
る
こ
の
付
近
の
地
誌
を
詳
し
く
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
昭
和
四
十
八
年
八
月
の
第
七
十
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
と

第
十
六
回
藺
学
資
料
研
究
会
と
の
合
同
会
議
（
東
京
）
に
、
『
解
体
新
書
」
に
関
係
あ
る
演
題
と
し
て
、
「
小
塚
原
と
山
谷
と
の
管
見
」
の
講
演

を
し
た
。

関
根
先
生
は
昭
和
五
十
年
代
に
約
十
年
間
、
独
協
大
学
医
学
部
の
医
史
学
講
師
を
勤
め
た
。
ま
た
海
外
旅
行
で
医
史
学
の
見
聞
を
ひ
ろ
め
る

た
め
、
ロ
ン
ド
ン
や
エ
ジ
ン
バ
ラ
な
ど
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
ド
ク
タ
ー
・
ノ
ッ
ク
ス
と
パ
ー
ク
ス
の
事
件
」
、
「
イ
ー
デ
ィ

ス
・
キ
ャ
ベ
ル
の
記
念
像
」
な
ど
の
報
告
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
方
々
を
訪
れ
た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
病
気
の
た
め
そ
の
希
望

が
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
お
気
の
毒
だ
っ
た
。

関
根
先
生
は
晩
年
太
田
か
ら
東
京
の
池
袋
に
転
居
し
た
が
、
太
田
時
代
に
は
医
史
学
会
の
例
会
に
出
席
す
る
の
が
楽
し
み
の
よ
う
だ
っ
た
。

酒
を
好
み
、
帰
路
に
は
仲
間
を
誘
っ
て
、
お
茶
の
水
駅
付
近
で
一
ぱ
い
呑
ん
で
か
ら
帰
宅
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
先
生
が
天
真
燗
漫
だ
っ
た

こ
と
は
、
「
医
史
学
と
私
」
の
「
は
じ
め
に
」
の
文
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
て
み
よ
う
。

日
本
医
史
学
会
は
、
世
に
も
有
難
き
学
会
で
あ
る
。
歴
史
が
古
い
。
ご
承
知
の
通
り
日
本
医
学
会
で
は
、
通
し
番
号
で
第
一
号
学
会
で
あ
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最
後
に
、
謹
ん
で
関
根
正
雄
先
生
の
霊
の
御
冥
福
を
祈
り
、
御
遺
族
の
御
多
幸
を
心
か
ら
念
願
し
て
、
追
悼
の
文
と
す
る
。

る
。
そ
れ
で
い
て
学
閥
が
な
い
。
誰
で
も
勉
強
す
れ
ば
会
員
に
な
れ
る
。
東
洋
医
学
グ
ル
ー
プ
と
か
、
シ
ー
ポ
ル
ト
グ
ル
ー
プ
と
か
、
グ
ル

ー
プ
は
で
き
る
が
、
リ
タ
イ
ア
ｌ
も
自
由
で
あ
る
。
会
員
た
ち
に
は
壁
は
な
い
。

（
東
京
都
）
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